学習過程　[器械運動系　（マット運動遊び）]　第１学年
	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２
	３・４・５

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。
２　準備運動を行う。
　　　各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

３　ポイントタイム（固定グループ）

　　・場の準備の仕方を知る。

　　・グループの学習の仕方を知る。

　　・安全の確認をする。

　　・場の使い方や基本の動きについて知る。

　　・グループごとに動きに取り組む。


４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。

各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

３　場の準備をする。

４　チャレンジタイム（固定グループ）

　　①グループの学習の仕方を知る。

　　②めあて（がんばりたいこと）を確認する。

　　③グループごとに動きに取り組む。

　　④よい動きをしていた児童を紹介する。

○前半：自分で選択した場で取り組む。

　　○後半：ローテーションで全ての場で取り組む。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。

各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

３　場の準備をする。

４　チャレンジタイム

　　・自分で選択した場で取り組む。
５　発表会をする。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	· たくさんの動きを経験できるようにいろいろな基本の動きを紹介する。

· ゆりかごは、小さいゆりかごから大きいゆりかごに取り組むように助言する。
· 安全に、きまりを守っている児童を見付けてほめる。
	· 友達の動きのよいところを見付けさせるように声をかける。

· 教師がよい動きをしている児童を見付けて、全員に紹介する。

· たくさんの動きを経験できるように、いろいろな基本の動きを紹介する。
	· 友達のがんばっている姿や上手なところを認める雰囲気をつくる。
· 単元の始めと終わりを比較して上達した子を教師や児童が見付けて紹介し、認め合う。

	学習活動に即した評価規準
	マットを使う際のきまりを守り，友達と仲よくマットを使った運動遊びに取り組んでいる。【関】



	マットを使って，いろいろな転がり方や支え方をすることができる。【技】
	友達のよいところを見つけ，取り入れようとしている。【思】
	マットを使って背中や腹などをつけていろいろな方向へ転がることができる。【技】


学習過程　[器械運動系　（跳び箱を使った運動遊び）]　第１学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう

	時間
	１・２
	３・４・５・６

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

２　準備運動をする。

①各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

②基本的な動きを身に付ける運動
　　　・かえるの足打ち、馬跳び、変化じゃんけん
３　ポイントタイム（固定グループ）

　　①場の準備の仕方を知る。

　　②グループの学習の仕方を知る。

　　③２つの場を準備する。

　　④安全の確認をする。

　　⑤場の使い方や基本の動きについて知る。

　　⑥グループごとに動きに取り組む。

４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。

①各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

②基本的な動きを身に付ける運動
　　　・かえるの足打ち、馬跳び、変化じゃんけん

３　場の準備をする。

４　チャレンジタイム（固定グループ）

　　①グループの学習の仕方を知る。

　　②めあて（がんばりたいこと）を確認する。

　　③グループごとに動きに取り組む。

　　④よい動きをしていた児童を紹介する。

○ローテーションで全ての場で取り組む。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。

	教師の

働きかけ
	· 跳び箱の運び方や並べ方は初めに手順をきちんと指導し、十分に安全に気を付けるよう助言する。

· かえるの足打ち、かえる倒立を楽しい活動の中で繰り返し経験させ、動きに十分慣れさせる。
	· なるべくたくさんの動きを経験できるように場を設定する。

· グループ内で友達のよい動きを見付けさせる。

· よい動きをしていた児童を紹介し、動きのポイントを広める。
	· 友達の試技をしっかりと見るように声をかけ、感想を発表させる。

· 単元の始めと終わりを比べてできるようになった児童を紹介し、認め合う雰囲気をつくる。

	学習活動に即した評価規準
	運動の順番やきまり、安全を守り、友達と仲よく、跳び箱を使った運動遊びに取り組もうとする。【関】



	友達と動きを見合い、よい動きを見付けることができる。【思】


	助走から両足で踏み切り、両手を付いてまたぎ乗り、体重を移動させてまたぎ下りをすることができる。【技】
	跳び箱遊びの方法を知り、楽しく遊ぶことができる場で遊び方を工夫しようとしている【思】
	いろいろな運動遊びの動き方を知り，友達のよい動きを見付けようとしている。【思】


	跳び箱を両手で支持し、跳び越すことができる。【技】




学習過程　[器械運動系　（固定遊具・鉄棒を使った運動遊び）]　第２学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２・３
	４

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

２　準備運動を行う。

　　○各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

３　ポイントタイム（固定グループ）

　　①安全の確認をする。

　　②場の使い方や基本の動きについて知る。

　　③グループ学習の仕方を知る。

　　④グループごとに動きに取り組む。


４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。

各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

３　チャレンジタイム（固定グループ）

　　①グループの学習の仕方を知る。

　　②めあて（がんばりたいこと）を確認する。

　　③グループごとに動きに取り組む。

（後半は、１つの場を２分ずつで交代する。）

　　④よい動きをしていた児童を紹介する。

○前半：自分で選択した場で取り組む。

○後半：ローテーションで全ての場で取り組む。

３　整理運動をする。

４　学習の振り返りをする。

５　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。

○各部位をほぐす運動

　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

３　場の準備をする。

４　チャレンジタイム

　　・自分で選択した場で取り組む。

５　発表会をする。

　　・できるようになったことを発表する。

３　整理運動をする。

４　学習の振り返りをする。

５　後片付けをする。

	教師の

働きかけ
	· 固定遊具を十分に活用し、常に遊具に児童が触れているようにする。

· 安全には十分気を付けさせる。手を絶対に離さないことを徹底させる。
	· よい動きを教師が見つけ、紹介して広める。

· 簡単なゲームを取り入れるなど、楽しい活動の中でたくさんの動きを経験させ、動きに慣れさせる。

· 苦手意識をもったり、怖がったりしている児童には、教師が補助し、安心して動きができるようにする。
	· 友達の試技をよく見させ、よかったところを見付けるようにする。

· 単元の始めと終わりでできるようになった児童を見付けて紹介し、ほめる。

	学習活動に即した評価規準
	運動の順番やきまりを守り、固定施設や鉄棒を使った運動遊びに安全に気を付けて進んで取り組もうとする。【関】
	ジャングルジムや雲梯、登り棒、肋木、平均台などで、登り下り、懸垂移行、渡り歩き、跳び下りなどをして楽しく遊ぶことができる。【技】


	鉄棒を使って、支持しての跳び上がり、跳び下り、片膝をかけての振動、前後の足抜き回りなどをして、楽しく遊ぶことができる。【技】
	遊びをより楽しくするために、遊び方や動きを工夫している。【思】


学習過程　[器械運動系　（マット運動遊び）]　第２学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２
	３・４
	５

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

２　準備運動をする。

　　　各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

３　ポイントタイム（固定グループ）

　　・場の準備の仕方を知る。

　　・グループの学習の仕方を知る。

　　・安全の確認をする。

　　・場の使い方や基本の動きについて知る。

　　・グループごとに動きに取り組む。


４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。

各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

３　場の準備をする。

４チャレンジタイム（固定グループ）

　　①グループの学習の仕方を知る。

　　②めあて（がんばりたいこと）を確認する。

　　③グループごとに動きに取り組む。

　　④よい動きをしていた児童を紹介する。

· ローテーションで全ての場で取り組む。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。

各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

３　場の準備をする。

４　チャレンジタイム

　　・自分で選択した場で取り組む。

５　発表会をする。

　　・できるようになったことを発表する。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。

	教師の働きかけ
	· マットの出し方、並べ方は初めに手順をきちんと指導し、十分に安全に配慮させる。

· たくさんの動きを、楽しい雰囲気の中で経験させ、十分に動きに慣れさせる。
	· よい動きの児童を見付けて紹介し、技のポイント、目線など、どうしたらよいのか発問し、ポイントを確認する。

· いろいろな技に挑戦させ、動きに慣れさせる。

· 怖がったり、苦手意識をもっていたりする児童には教師が補助をして、安心して動きができるようにする。
	· 友達の動きをしっかりと見るように指示し、よいところを見付けさせる。
· できなかった動きができるようになった児童を見付けて紹介し、認め合う雰囲気をつくる。

	学習活動に即した評価規準
	順番やきまり、安全を守り，マットを使った運動遊びに友達と進んで取り組もうとする。【関】


	マットに背中を順番につけるなどしていろいろな方向へ転がって遊んだりすることができる。【技】
	友達のよい動きに目を向け，学習を振り返っている。【思】
	友達のよい動きを見つけ，新しい動きをしようと工夫して取り組んでいる。【思】


学習過程　[器械運動系　（跳び箱を使った運動遊び）]　第２学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１・２
	３・４・５
	６

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

２　準備運動をする。

1 各部位をほぐす運動

　　　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

2 基本的な動きを身に付ける運動
　　　　　・かえるの足打ち、馬跳び、変化じゃんけん
３　ポイントタイム（固定グループ）

　　①場の準備の仕方を知る。

　　②グループの学習の仕方を知る。

　　③２つの場を準備する。

　　④安全の確認をする。

　　⑤場の使い方や基本の動きについて知る。

　　⑥グループごとに動きに取り組む。

４　整理運動をする。

５　学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。

1 各部位をほぐす運動

　　　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

2 基本的な動きを身に付ける運動
　　　　　・かえるの足打ち、馬跳び、変化じゃんけん

３　場の準備をする。

４チャレンジタイム（固定グループ）

　　①グループの学習の仕方を知る。

　　②めあて（がんばりたいこと）を確認する。

　　③グループごとに動きに取り組む。

　　④よい動きをしていた児童を紹介する。

· ローテーションで全ての場で取り組む。

５　整理運動をする。

６　学習の振り返りをする。

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。
２　準備運動を行う。

1 各部位をほぐす運動

　　　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

2 基本的な動きを身に付ける運動
　　　　　・かえるの足打ち、馬跳び、

変化じゃんけん

３　場の準備をする。

４　チャレンジタイム

　　・自分で選択した場で取り組む。

５　発表会をする。

６　整理運動をする。

７　学習の振り返りをする。

８　後片付けをする。

	教師の

働きかけ
	· 跳び箱の運び方や並べ方は初めに手順をきちんと指導し、十分に安全に気を付けるよう助言する。

· かえるの足打ち、かえる倒立を楽しい活動の中で繰り返し経験させ、動きに十分慣れさせる。
	· なるべくたくさんの動きを経験できるように場を設定する。

· グループ内で友達のよい動きを見付けさせる。

· よい動きをしていた児童を紹介し、動きのポイントを広める。
	· 友達の試技をしっかりと見るように声をかけ、感想を発表させる。

· 単元の始めと終わりを比べてできるようになった児童を紹介し、認め合う雰囲気をつくる。

	学習活動に即した評価規準
	跳び箱を使っての運動に関心をもち、きまりを守り、友達と協力して進んで取り組もうとする。【関】
	跳び箱を使って、跳び乗りや跳び下りをして遊ぶことができる。【技】
	跳び乗りや跳び下りで、いろいろな動きを身に付けることができる。【技】
	助走、踏み切り、着手、着地などでよい動きを身に付けることができる。【技】


	いろいろな動き方を試したり、楽しみ方を工夫したりしている。【思】
	自分の力に合った動きや楽しみ方を選んで取り組もうとしている。【思】


学習過程　[器械運動系　（マット運動）]　第３学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　・マット運動の楽しさを知る

２　準備運動をする。

　　各部位をほぐす運動

　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

　　

３　場の準備、片付けの仕方を知る。

４　体慣らしをする。

５　整理運動をする。

　　

６　学習の振り返りをする。

　　

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。　２　準備運動をする。　３　場の準備をする。

	
	
	４　体慣らしをする。　・横転がり、ゆりかご、だるま転がり、川跳び、かえるの足うち、動物歩き、手押し車

	
	
	５　ポイントタイム

　　・前転

　　（・大きな前転）
	５　ポイントタイム

　　・後転
	５　チャレンジタイム

　　・前転

　　（・大きな前転）

　　（・開脚前転）

　　・後転

　　（・開脚後転）
	５　ポイントタイム

　　・壁倒立

　　・腕立て横飛び越し
	５　チャレンジタイム

　　・壁倒立

　　（・ブリッジ）

　　・腕立て横飛び越し

　　（・側方倒立回転）
	５　チャレンジタイム

　　〈回転技〉

　　・前転

　　（・大きな前転）

　　（・開脚前転）

　　・後転

　　（・開脚後転）

	
	
	
	
	
	
	
	　　〈倒立技〉

　・壁倒立

　　・腕立て横飛び越し

	
	
	６　整理運動をする。　　７　学習の振り返りをする。　８　場の片付けをする。

	教師の働きかけ
	· 学習の進め方を確認し、マット運動の学習に意欲をもたせる。
· マットの出し方、並べ方は初めにきちんと指導し、十分に安全に配慮させる。


	· たくさんの動きを経験させ、十分に動きに慣れさせる。
· 手の着き方や目線について発問しながらポイントを押さえる。
	· たくさんの動きを経験させ、十分に動きに慣れさせる。
· 始動時の手の位置や向きについて発問しながらポイントを押さえる。
	· 友達の動きをしっかりと見るようにさせ、よいところを見付けさせる。

· ひざを付けたりしっかり足を伸ばしたりすることを押さえる。
	· 壁登り倒立→壁倒立へ無理のないようステップを踏んで教える。

· 「トーン」「トン」など、イメージできるような言葉をかける。
	· 壁登り倒立→壁倒立へステップを踏んで指導する。

· 川跳びなどの動きを多く経験させ動きに慣れさせる。
	· できなかった動きができるようになった児童を見付けて紹介し、認め合う雰囲気をつくる。

	学習活動に即した評価規準
	きまりを守り，安全に気を付けて友達と励まし合いながらマット運動に進んで取りもうとする。【関】
	基本的な回転技に取り組み，それについて自己の能力に適した技ができる。【技】



	基本的な回転技に取り組み，それについて自己の能力に適した技ができる。【技】
	発展した回転技に取り組み，技を繰り返したり組み合わせたりすることができる。【技】
	基本的な倒立技の動き方や技のポイントを理解している。【思】
	発展した倒立技に取り組み，技を繰り返したり組み合わせたりすることができる。【技】
	発展した回転技や倒立技に取り組んだり，技を繰り返したり組み合わせたりすることができる。【技】


学習過程　[器械運動系　（鉄棒運動）]　第３学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　

２　準備運動をする。

　　　各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

　　

３　体慣らしをする。

　　

４　場の準備、片付けの仕方を知る。

　　

５　整理運動をする。

　　

６　学習の振り返りをする。

　　

７　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。　　　２　準備運動をする。

	
	
	３　体慣らしをする。　

・技につながる動き（つばめ、ふとんほし、振動、カニ渡り、足抜き回り、こうもり　など）を行う。

	
	
	４　ポイントタイム

　　〈下り技〉

　　・前回り下り

　　・転向前下り

　　・両膝掛け倒立下り

　　〈上がり技〉

　　・逆上がり

　　・膝掛け振り上がり
	４　チャレンジタイム

　　〈上がり技〉

　　・逆上がり

　　・膝掛け振り上がり
	４　ポイントタイム

　　〈支持回転技〉

　　　・かかえ込み回り

　　　・後方片膝掛け回転
	４　チャレンジタイム

　　・かかえ込み回り

　　・後方片膝掛け回転

	
	
	５　整理運動をする。　　６　学習の振り返りをする。　　７　場の片付けをする。

	教師の働きかけ
	· 学習の進め方を確認し、鉄棒の学習への意欲をもたせる。

· 安全についての話をしっかりとし、絶対に手を離さないことを徹底させる。
	· つばめ、ふとんほしなどの動きを楽しい雰囲気の中で十分に経験させ、動きに慣れさせる。

· 目線や足の付け根などの位置はどこがよいのか発問しながら、各技のポイントをしっかりと押さえさせる。
	· 逆上がりにつながる動き「だんごむし」を十分に経験させる。

· 逆上がり補助板や教師の補助などによってできることを経験させ、意欲的に取り組めるようにする。
	· つばめ、ふとんほしなどの動きを楽しい雰囲気の中で十分に経験させ、動きに慣れさせる。

· 目線や足の付け根などの位置はどこがよいのか発問しながら、各技のポイントをしっかりと押さえさる。
	· よい動きの児童を見付けて紹介し、広める。

· 単元の初めできなかったことをできるようになった児童を紹介し、認め合う雰囲気をつくる。

	学習活動に即した評価規準
	鉄棒運動のきまりを守り、安全を確かめながら、取り組もうとする。【関】
	基本的な上がり技や下り技に取り組み、それぞれについて自己の能力に適した技ができる。【技】
	逆上がり、ひざ掛け振り上がりに取り組み、それについて自己の能力に適した技ができる。【技】
	基本的な支持回転技に取り組み、それについて自己の能力に適した技ができる。【技】
	基本的な技や動きのポイントがわかり、自分の力に合った技を選んでいる。【思】


学習過程　[器械運動系　（跳び箱運動）]　第３学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	学習内容・活動
	１　学習の進め方を知る
２　学習資料の使い方を知る
３　準備運動をする
○各部位をほぐす運動
　　・手首・足首・膝・肩・腕・首
４　体慣らしをする。
５　跳び箱の準備の仕方を知る。
技調べをする。
６　ポイントタイム（開脚跳び）
①技の完成形を見る。
②ポイントを知る。
③練習方法やグループ学習の方法
を知る。
	１　学習の流れを確認する。　２　準備運動をする。　３　体慣らしをする。　４　場の準備をする。

	
	
	５　ポイントタイム

○開脚跳びの技のポイントを知る。

○グループで開脚跳びに取り組む。
６　チャレンジタイム

○大きな開脚跳びの技のポイントを知る。

○大きな開脚跳びに取り組む。
	５　ポイントタイム

○台上前転の技のポイントを知る。

○グループで台上前転に取り組む。

６　チャレンジタイム
・

○取り組む技のポイントを知る。

○自分の力に応じた練習方法や練習の場を選んで、練習に取り組む。
	５　発表タイム
①練習を行う。
②ポイントを確認する。
③全員が、技を発表する。
④一番伸びた人を紹介する。
（数名）
６　感想タイム
よかったところを見付ける。

	
	７　学習の振り返りをする。　８　整理運動をする。　９　整列、挨拶をする。

	教師の働きかけ
	○学習の流れを確認し、活動への見通
しを持たせる。
○安全に関する約束を確認する。
	○きちんと両足がそろっているか。「トトン」などとずれて踏み切っていないか、確認し声をかける。
○きちんと両手が同時に跳び箱に着いているか、確認し声を

かける。
	○「前の人は、次の人が跳ぶ時に、マットの前に立ち、顔の前にパーを出します。跳ぶ人は、「パン」のときにパーを見てごらん。」と助言する。

○安全に関する声かけをする。

○友達をほめている児童を称賛し、全体に広める。
	○上手に跳べた児童のみでなく、単元の最初と比べて伸びの大きかった児童を紹介する。

	学習活動に即した評価規準
	友達の技を見て、アドバイスをしたり励ましたりすることができる。【態】


	自分に合った場や条件の下で、両足をそろえてふみきることができる。【技】


	自分に合った場や条件の下で、両手をそろえて着手することができる。【技】


	自分に合った場や条件のもとで跳び箱運動に取り組むことができる。【思】


	自分に合った場や条件の下で、自然な流れで開脚跳びができる。【技】


	友達の技を見て、よかった動きを見付けることができる。【思】





学習過程　[器械運動系　（マット運動）]　第４学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　・マット運動の楽しさを知る。

２　準備運動をする。

　　　各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

　　

３　体慣らしをする。

　　

４　場の準備、片付けの仕方を知る。

　　

５　技調べをする。

　　

６　整理運動をする。

　　

７　学習の振り返りをする。

　　

８　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。　２　準備運動をする。　３　場の準備をする。

	
	
	４　体慣らしをする。　・横転がり、ゆりかご、だるま転がり、川跳び、かえるの足うち、動物歩き、手押し車

	
	
	５　ポイントタイム

　　・大きな前転

　　・開脚前転
	５　ポイントタイム

　　・開脚後転
	５　チャレンジタイム

　　・大きな前転

　　・開脚前転

　　・開脚後転


	５　ポイントタイム

　　・補助倒立

　　・頭倒立

　　・側方倒立回転
	５　チャレンジタイム

　　・補助倒立

　　・頭倒立

　　・側方倒立回転
	５　チャレンジタイム

　　〈回転技〉

　　・大きな前転

　　・開脚前転

　　・開脚後転

	
	
	
	
	
	
	
	〈倒立技〉

・補助倒立

　　・頭倒立

　　・側方倒立回転

	
	
	６　整理運動をする。　　７　学習の振り返りをする。　８　場の片付けをする。

	教師の働きかけ
	· 学習の進め方を確認し、マット運動の学習に意欲をもたせる。
· マットの出し方、並べ方は初めにきちんと指導し、十分に安全に配慮させる。


	· たくさんの動きを経験させ、十分に動きに慣れさせる。
· 手の着き方や目線について発問しながらポイントを押さえる。
	· たくさんの動きを経験させ、十分に動きに慣れさせる。
· 始動時の手の位置や向きについて発問しながらポイントを押さえる。
	· 友達の動きをしっかりと見るようにさせ、よいところを見付けさせる。

· ひざを付けたりしっかり足を伸ばしたりすることを押さえる。
	· 壁登り倒立→壁倒立へ無理のないようステップを踏んで教える。

· 「トーン」「トン」など、イメージできるような言葉をかける。
	· 壁登り倒立→壁倒立へステップを踏んで教える。
	· できなかった動きができるようになった児童を見付けて紹介し、認め合う雰囲気をつくる。

	学習活動に即した評価規準
	きまりを守り，安全に気を付けて友達と励まし合いながらマット運動に取りもうとする。【関】
	基本的な回転技に取り組み，それについて自己の能力に適した技ができる。【技】



	基本的な回転技に取り組み，それについて自己の能力に適した技ができる。【技】
	技を繰り返したり組み合わせたりすることができる。【技】
	基本的な倒立技の動き方や技のポイントを理解して　いる。【思】
	技を繰り返したり組み合わせたりすることができる。【技】
	技を繰り返したり組み合わせたりすることができる。【技】


学習過程　[器械運動系　（鉄棒運動）]　第４学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　

２　準備運動をする。

　　　各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

　　

３　体慣らしをする。

　　

４　技調べをする。

５　場の準備、片付けの仕方を知る。

　　

６　整理運動をする。

　　

７　学習の振り返りをする。

　　

８　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。　２　準備運動をする。　

	
	
	３　体慣らしをする。　・技につながる動き（つばめ、ふとんほし、振動、カニ渡り、足抜き回り、こうもり　など）を行う。

	
	
	４　ポイントタイム

　　〈下り技〉

　　　・前回り下り

　　　・転向前下り

　　　・両膝掛け倒立下り

　　　・両膝掛け振動下り

　　〈上がり技〉

　　　・逆上がり

　　　・膝掛け振り上がり

　　　・膝掛け上がり
	４　チャレンジタイム

　　〈上がり技〉

　　　・逆上がり

　　（・膝掛け振り上がり）

　　（・膝掛け上がり）
	４　ポイントタイム

　　〈支持回転技〉

　　　・かかえ込み回り

　　（・前方支持回転）

　　（・後方支持回転）

　　（・後方片膝掛け回転）

　　（・前方片膝掛け回転）
	４　チャレンジタイム

〈支持回転技〉

　　　・かかえ込み回り

　　（・前方支持回転）

　　（・後方支持回転）

　　（・後方片膝掛け回転）

　　（・前方片膝掛け回転）

	
	
	５　整理運動をする。　　６　学習の振り返りをする。　７　場の片付けをする。

	教師の働きかけ
	· 学習の進め方を確認し、鉄棒の学習への意欲をもたせる。

· 安全についての話をしっかりとし、絶対に手を離さないことを徹底させる。
	· つばめ、ふとんほしなどの動きを楽しい雰囲気の中で十分に経験させ、動きに慣れさせる。

· 目線や足の付け根などの位置はどこがよいのか発問しながら、各技のポイントをしっかりと押さえさせる。
	· 逆上がりにつながる動き「だんごむし」を十分に経験させる。

· 逆上がり補助板や教師の補助などによってできることを経験させ、意欲的に取り組めるようにする。
	· つばめ、ふとんほしなどの動きを楽しい雰囲気の中で十分に経験させ、動きに慣れさせる。

· 目線や足の付け根などの位置はどこがよいのか発問しながら、各技のポイントをしっかりと押さえさる。
	· よい動きの児童を見付けて紹介し、広める。

· 単元の初めできなかったことをできるようになった児童を紹介し、認め合う雰囲気をつくる。

	学習活動に即した評価規準
	・鉄棒運動に取り組もうとする。【関】

・きまりを守って運動しようとする。【関】
・器械・器具の安全を確かめようとする。【関】
	基本的な技の動き方や技のポイントを知り、自分の力に合った課題を選ぶことができる。【思】
	基本的な上がり技や下り技に取り組み、それぞれについて自己の能力に適した技ができる。【技】
	基本的な技の動き方や技のポイントを知り、自分の力に合った課題を選ぶことができる。【思】
	基本的な支持回転技に取り組み、それについて自己の能力に適した技ができる。【技】


学習過程　[器械運動系　（跳び箱運動）]　第４学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６・７

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　・跳び箱運動の楽しさを知る。

２　学習資料の使い方を知る。

３　準備運動をする。

　　

４　場の準備、片付けの仕方を知る。

５　体慣らしをする。

６　技調べをする。

　　

７　整理運動をする。

　　

８　学習の振り返りをする。

　　

９　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。　２　準備運動をする。　３　場の準備をする。

	
	
	４　体慣らしをする。　・跳び越し跳び　・支持でまたぎ乗り、下り　・支持で跳び乗り、下り　・開脚跳び、台上前転

	
	
	５　ポイントタイム

　　・大きな開脚跳び

　　（・かかえ込み跳び）
	５　チャレンジタイム

　　・開脚跳び

　　・大きな開脚跳び

（・かかえ込み跳び）
	５　ポイントタイム

　　・台上前転

　　・大きな台上前転
	５　チャレンジタイム

　　・台上前転

　　・大きな台上前転
	５　チャレンジタイム

　　〈切り返し系〉

　　・開脚跳び

　　・大きな開脚跳び

（・かかえ込み跳び）

	
	
	
	
	
	
	〈回転系〉

　　・台上前転

　　・大きな台上前転

	
	
	６　整理運動をする。　　７　学習の振り返りをする。　８　場の片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習の進め方を押さえ、跳び箱の学習への意欲を持たせる。

○跳び箱の出し方、並べ方を指導し、十分安全に気を付けることを徹底させる。
	○踏み切り、着手、着地の三つの場面のポイントをきちんと押さえさせる。

○よい動きを教師が見つけ、紹介して広める。
	○大きな開脚跳びは踏切調整板を用いて、ステップを踏んで大きくなるようにする。
○よい動きを教師が見つけ、紹介して広める。
	○初めは跳び箱でなくマット２枚→４枚→８枚のように低いものからステップを踏んで挑戦させ、無理なくできるようにする。
	○踏切調整板を用いて、ステップを踏んで技が大きくなるようにする。

○踏み切りの時に高く跳び上がることができている児童の動きを紹介し、広める。
	○切り返し系は、ペアなどでタイミングを合わせさせ、リズムよく跳ばせる。

○単元の始めと終わりでできるようになった児童を見付け、紹介し、ほめる。

	学習活動に即した評価規準
	・約束を守り、友達と励まし合って練習し、跳び箱運動に進んで取り組もうとする。【関】

・安全に気を配り、運動や準備、片付けを行おうとする。【関】


	基本的な切り返し系の技（開脚跳び）に取り組み、跳び越すことができる。【技】
	発展の技（大きな開脚跳び）に取り組み、跳び越すことができる。【技】
	・基本の技（台上前転）に取り組み、台上で前転することができる。【技】

・教師や友達からの声かけを活用して練習している。【思】
	発展の技（大きな台上前転）に取り組み、台上で大きく前転することができる。【技】
	自分に合った発展技（開脚跳びの切り返し）に取り組み、跳び越すことができる。【技】




学習過程　[器械運動系　（マット運動）]　第５学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　・マット運動の楽しさを知る。

２　学習資料の使い方を知る。

３　準備運動をする。

　　　各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

　　

４　体慣らしをする。

　　

５　場の準備、片付けの仕方を知る。

　　

６　技調べをする。

　　

７　整理運動をする。

　　

８　学習の振り返りをする。

　　

９　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。　２　準備運動をする。　３　場の準備をする。　４　体慣らしをする。

	
	
	５　ポイントタイム（固定グループ）【一斉指導】

　　○技について知る。

　　　・技のポイントや練習方法、場などを知る。

　　　・グループでの学び合いを知る。
　　○技に取り組み、自分の課題を知る。
	５　チャレンジタイム：回転技（めあて別グループ）

　　○自分のめあてを確認する。【技 ＋ 技のポイント ＋ 練習方法・場】

○選択した技や練習に取り組む。

　　　・自分のめあて達成に向けて練習する。

　　　・技の習得、習熟を目指す。

　　　・学習資料を活用し、友達と教え合いながら取り組む。

	
	
	・大きな前転

・開脚前転
	・後転

・開脚後転
	・補助倒立

・ブリッジ

・側方倒立回転
	・大きな前転　・開脚後転　・跳び前転　・倒立前転

・後転　・開脚後転　・伸膝後転

	
	
	６　チャレンジタイム（めあて別グループ）

　　○自分のめあてを確認する。【技 ＋ 技のポイント ＋ 練習方法・場】

　　○選択した技や練習に取り組む。

　　　・自分のめあて達成に向けて練習する。

　　　・技の習得、習熟を目指す。

　　　・学習資料を活用し、友達と教え合いながら取り組む。
	６　チャレンジタイム：倒立技（めあて別グループ）

○自分のめあてを確認する。【技 ＋ 技のポイント ＋ 練習方法・場】

○選択した技や練習に取り組む。

　　　・自分のめあて達成に向けて練習する。

　　　・技の習得、習熟を目指す。

　　　・学習資料を活用し、友達と教え合いながら取り組む。

	
	
	・跳び前転

・倒立前転
	・伸膝前転
	・補助倒立

・ブリッジ

・側方倒立回転
	・補助倒立　・ブリッジ　・側方倒立回転

５，６時　めあて別グループ指導

○「チャレンジタイム」の活動の中でグループを回り、随時行う。

	
	
	７　チャレンジタイム２：組み合わせ技（めあて別グループ）

　　・回転技　・倒立技

○自分の取り組む技の組み合わせを確認する。　○自分の組み合わせ技に取り組む。

	
	
	８　整理運動をする。　　９　学習の振り返りをする。　１０　場の片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習資料や掲示資料を用意し、学習の見通しをもたせるようにする。

○準備運動では、一つ一つの体の部位を意識して運動に取り組むよう助言する。

○児童が友達と協力しながら安全に気を付けて場の準備や片付けに取り組めるように個別に助言する。

○場の準備や片付けがスムーズに行えるよう児童の役割分担を決めたり、グループ学習が効果的に行われるようグループ編成をしたりする。

○体慣らしでは、動きのポイントを押さえられていない児童を中心に助言する。

○ポイントタイムでは、資料や示範を通して児童に具体的にポイントを指導する。

○チャレンジタイムでは、安定した技に取り組めない児童を重点的に指導する。
	○準備運動では、一つ一つの体の部位を意識して運動に取り組むよう助言する。

○声をかけ合いながら安全に気を付けて素早く準備している児童を称賛する。

○場の準備では、マットの運び方や、マットの持ち手がしまってあるか等の安全面の確認をする。

○体慣らしでは、一つ一つの動きのポイントを指示する。

○チャレンジタイムで安定して技に取り組めない児童を重点的に指導する場合は、どこまでできていて、何ができていないのか技のポイントを具体的に理解させるよう助言する。
○チャレンジタイムで、技ができている児童を賞賛する。

○よい動きのポイントをグループで確認し合うよう助言する。

	学習活動に即した評価規準
	○場の準備や片付けで分担された役割を果たしている。【態】
	○課題の解決の仕方を知り、自分の課題に応じた練習の場や段階を選んでいる。【思】
	○基本的な回転技を行うことができる。【技】
	○約束を守り、友達と助け合って技の練習をしている。【態】
	基本的な回転技や倒立技を安定して行うことができる。発展技や組み合わせた技を行うことができる。【技】


学習過程　[器械運動系　（鉄棒運動）]　第５学年

	段階
	やってよう
	ひろげよう　　　　　　　／　　　　　　ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４

	学　　習　　活　　動
	　１　学習の進め方を知る。

　２　学習資料の使い方を知る。

３　準備運動をする。

　　○各部位をほぐす運動

（手首、足首、膝、肩、腕、首）

４　体慣らしをする。

○技に関連した易しい運動遊び

５　技調べをする。

６　ポイントタイム（下り技）

　・転向前下り

①技の完成形を見る。

　　②動きのポイントを知る。

　　③練習方法やグループ学習の方法を知る。


	１　学習の流れを確認する。　　２　準備運動をする。　　３　体慣らしをする。【固定グループ】

	
	
	４　ポイントタイム（上り技）　【固定グループ】

　　・補助逆上がり、膝掛け上り

　　①技の完成形を見る。

　　②動きのポイントを知る。

　　③練習方法やグループ学習の方法を知る。
	４　ポイントタイム（支持回転技）　【固定グループ】

　　・かかえ込み回り

①技の完成形を見る。

　　②動きのポイントを知る。

　　③練習方法やグループ学習の方法を知る。
	４　ポイントタイム（支持回転技）　【固定グループ】

　　・後方片膝掛け回転　　・前方片膝掛け回転

①技の完成形を見る。

　　②動きのポイントを知る。

　　③練習方法やグループ学習の方法を知る。

	
	
	５　チャレンジタイム１（上り技）【めあて別グループ】

　　・上り技から選択

　　①自分とグループの友達のめあての確認をする。

　　　【技名+ポイント】

　　②選択した技に取り組む。

　　　○自分のめあて達成にむけて練習する。

　　　○技の習得、習熟を目指す。

　　　○学習資料を活用し、友達と助け合って取り組む。
	５　チャレンジタイム１（支持回転技）【めあて別グループ】

　　・支持回転技から選択

　　①自分とグループの友達のめあての確認をする。

　　　【技名+ポイント】

　　②選択した技に取り組む。

　　　○自分のめあて達成にむけて練習する。

　　　○技の習得、習熟を目指す。

　　　○学習資料を活用し、友達と助け合って取り組む。
	５　チャレンジタイム１（支持回転技）【めあて別グループ】

　　・支持回転技から選択

　　①自分とグループの友達のめあての確認をする。

　　　【技名+ポイント】

　　②選択した技に取り組む。

　　　○自分のめあて達成にむけて練習する。

　　　○技の習得、習熟を目指す。

　　　○学習資料を活用し、友達と助け合って取り組む。

	
	
	６　チャレンジタイム２（技の繰り返し、組み合わせ）　【固定グループ】

・自分に合った技のくり返し、組み合わせを確認する。

・上り技―支持回転技―下り技を練習する。

	
	７　整理運動をする。　　８　学習の振り返りをする。

	教師の働きかけ
	○学習の流れを確認させ、活動への見通しをもたせる。

○安全に関する約束を確認する。
	【体慣らし】

○動きのポイントを助言する。

○技ができている児童を称賛し、よい動きを広める。
	【ポイントタイム】

○技の絵図や示範を見せながら、技のポイントを説明する。
○練習方法やグループ学習の方法を実際に見せながら指導する。
	【チャレンジタイム】

○自分の課題に合った技や練習方法を選んでいるか確認する。

○協力して学習しているグループを称賛し、よさを広げる。

○グループを回り、動きのポイントや練習方法を指導する。

	学習活動に即した評価規準
	・約束を守り、友達と助け合って練習しようとしている。【関】


・自分のできる技とできない技がわかり、自分の課題を見つけている。【思】
	自分に合った易しい場で、基本的な上り技に取り組み、鉄棒に上がることができる。【技】



	課題の解決の仕方を知るとともに、自分の課題に合った練習方法や用具を選んでいる。【思】



	自分に合った易しい場で、基本的な支持回転技に取り組み、支持姿勢に戻ることができる。【技】





学習過程　[器械運動系　（跳び箱運動）]　第５学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう　　　　　　　　　　　　　　　　　ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５・６

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　・跳び箱運動の楽しさを知る。

２　学習資料の使い方を知る。

３　準備運動をする。

　　

４　場の準備、片付けの仕方を知る。

５　体慣らしをする。

６　技調べをする。

　　

７　整理運動をする。

　　

８　学習の振り返りをする。

　　

９　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。　２　準備運動をする。　３　場の準備をする。

	
	
	４　体慣らしをする。　・跳び越し跳び　・支持でまたぎ乗り、下り　・支持で跳び乗り、下り　・開脚跳び、台上前転

	
	
	５　ポイントタイム

　　・かかえ込み跳び



	５　ポイントタイム

　　・大きな台上前転


	５　チャレンジタイム

　　【切り返し系】

　　・開脚跳び

　　・大きな開脚跳び

・かかえ込み跳び

	
	
	６　チャレンジタイム

　　・かかえ込み跳び
	６　チャレンジタイム

　　・台上前転

　　・大きな台上前転

　　（・首はね跳び）
	６　チャレンジタイム

　　【回転系】

　　・台上前転

　　・大きな台上前転

　　（・首はね跳び）

	
	
	７　整理運動をする。　　８　学習の振り返りをする。　９　場の片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習のねらいを知り、学習の見通しをもてるように学習の流れを掲示する。

○安全に学習を進められるよう場の準備の仕方等を確認する。

〇学習カードの記入の仕方を確認する。
	○掲示資料をもとに今日の学習を確認する。

○使用する部位を意識して準備運動ができるように助言する。

○正確に運動できている児童を称賛する。

○練習の場と本番の場の意味を確認し、ペアでの学び合いが円滑になるようにする。

○よい動きや声かけをしている児童を全体に伝え、友達のよいところに目を向けさせる。
	〇掲示資料をもとに今日の学習を確認し、条件の変え方を指示する。
〇できるようになった技をペアで確認しながら運動に取り組むように助言する。
〇動きのコツをつかんでいる児童を称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	・跳び箱やマット、踏み切り板の準備の仕方が正しくできている。【関】

・学習のきまりを守って安全に気を付けながら運動に取り組んでいる。【関】


	・友達と学習の進め方を確認しながら運動している。【関】

・ペアの友達が跳び箱を乗り越えた時に笑顔で「できているよ。」「もう少しだね。」等の相手を励ます声をかけながら、学習に取り組んでいる。【関】



	練習の場で取り組んだことを、発表の場で成果として確認するという「課題の解決の仕方」を理解している。【思】


	「今日は台上前転を練習しよう」等の課題をもって、共通練習の時間に自分の力にあった場所で練習している。【思】


	安定した支持跳び越し技（開脚跳び・かかえ込み跳び・台上前転）が発表の場でできている。【技】




学習過程　[器械運動系　（マット運動）]　第６学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　・マット運動の楽しさを知る。

２　学習資料の使い方を知る。

３　準備運動をする。

　　　各部位をほぐす運動

　　　・手首、足首、膝、肩、腕、首

　　

４　体慣らしをする。

　　

５　場の準備、片付けの仕方を知る。

　　

６　技調べをする。

　　

７　整理運動をする。

　　

８　学習の振り返りをする。

　　

９　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。　２　準備運動をする。　３　場の準備をする。　４　体慣らしをする。

	
	
	５　ポイントタイム（固定グループ）【一斉指導】

　　○技について知る。

　　　・技のポイントや練習方法、場などを知る。

　　　・グループでの学び合いを知る。
　　○技に取り組み、自分の課題を知る。
	５　チャレンジタイム：回転技（めあて別グループ）

　　○自分のめあてを確認する。【技 ＋ 技のポイント ＋ 練習方法・場】

○選択した技や練習に取り組む。

　　　・自分のめあて達成に向けて練習する。

　　　・技の習得、習熟を目指す。

　　　・学習資料を活用し、友達と教え合いながら取り組む。

	
	
	・伸膝前転

・倒立前転
	・伸膝後転

・後転倒立
	・倒立

・倒立ブリッジ

・ロンダート
	・伸膝前転　・倒立前転　・伸膝後転　・後転倒立

	
	
	６　チャレンジタイム（めあて別グループ）

　　○自分のめあてを確認する。

【技 ＋ 技のポイント ＋ 練習方法・場】

　　○選択した技や練習に取り組む。

　　　・自分のめあて達成に向けて練習する。

　　　・技の習得、習熟を目指す。

　　　・学習資料を活用し、友達と教え合いながら取り組む。
	６　チャレンジタイム：倒立技（めあて別グループ）

○自分のめあてを確認する。【技 ＋ 技のポイント ＋ 練習方法・場】

○選択した技や練習に取り組む。

　　　・自分のめあて達成に向けて練習する。

　　　・技の習得、習熟を目指す。

　　　・学習資料を活用し、友達と教え合いながら取り組む。

	
	
	・伸膝前転

・倒立前転
	・伸膝後転

・後転倒立
	・倒立

・倒立ブリッジ

・ロンダート
	・倒立　・倒立ブリッジ　・ロンダート

　５，６時　めあて別グループ指導

○「チャレンジタイム」の活動の中でグループを回り、随時行う。

	
	
	７　チャレンジタイム２：組み合わせ技（めあて別グループ）

　　・回転技　・倒立技

○自分の取り組む技の組み合わせを確認する。　○自分の組み合わせ技に取り組む。

	
	
	８　整理運動をする。　　９　学習の振り返りをする。　１０　場の片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習資料や掲示資料を用意し、学習の見通しをたせるようにする。

○準備運動では、一つ一つの体の部位を意識して運動に取り組むよう助言する。

○児童が友達と協力しながら安全に気を付けて場の準備や片付けに取り組めるように個別に助言する。

○場の準備や片付けがスムーズに行えるよう児童の役割分担を決めたり、グループ学習が効果的に行われるようグループ編成をしたりする。
○体慣らしでは、動きのポイントを押さえられていない児童を中心に助言する。

○ポイントタイムでは、資料や示範を通して児童に具体的にポイントや練習方法を指導する。

○チャレンジタイムでは、安定した技に取り組めない児童を重点的に指導する。
	○準備運動では、一つ一つの体の部位を意識して運動に取り組むよう助言する。

○声をかけ合いながら安全に気を付けて素早く準備している児童を称賛する。

○場の準備では、マットの運び方や、マットの持ち手がしまってあるか等の安全面の確認をする。

○体ならしでは、一つ一つの動きのポイントを指示する。

○チャレンジタイムで安定して技に取り組めない児童を重点的に指導する場合は、どこまでできていて、何ができていないのか技のポイントを具体的に理解させるよう助言する。
○チャレンジタイムで、技ができている児童を称賛する。

○よい動きのポイントをグループで確認し合うよう助言する。

	学習活動に即した評価規準
	場の準備や片付けで分担された役割を果たしている。【態】
	課題の解決の仕方を知り、自分の課題に応じた練習の場や段階を選んでいる。【思】
	基本的な回転技を行うことができる。【技】
	約束を守り、友達と助け合って技の練習をしている。【態】
	基本的な回転技や倒立技を安定して行うことができる。発展技や組み合わせた技を行うことができる。【技】


学習過程　[器械運動系　（鉄棒運動）]　第６学年

	段階
	やってよう
	ひろげよう　　　　　　　／　　　　　　ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４

	学　　習　　活　　動
	　１　学習の進め方を知る。

　２　学習資料の使い方を知る。

３　準備運動をする。

　　・各部位をほぐす運動

（手首、足首、膝、肩、腕、首）

４　体慣らしをする。

・技に関連した易しい運動遊び

５　技調べをする。

６　ポイントタイム（下り技）

　　・転向前下り

①技の完成形を見る。

　　②動きのポイントを知る。

　　③練習方法やグループ学習の方法を知る。


	１　学習の流れを確認する。　　２　準備運動をする。　　３　体慣らしをする。【固定グループ】

	
	
	４　ポイントタイム（上り技）　【固定グループ】

　　・逆上がり、膝掛け上り

　　①技の完成形を見る。

　　②動きのポイントを知る。

　　③練習方法やグループ学習の方法を知る。
	４　ポイントタイム（支持回転技）　【固定グループ】

　　・後方支持回転

①技の完成形を見る。

　　②動きのポイントを知る。

　　③練習方法やグループ学習の方法を知る。
	４　ポイントタイム（支持回転技）　【固定グループ】

　　・前方支持回転

①技の完成形を見る。

　　②動きのポイントを知る。

　　③練習方法やグループ学習の方法を知る。

	
	
	５　チャレンジタイム１（上り技）【めあて別グループ】

　　・上り技から選択

　　①自分とグループの友達のめあての確認をする。

　　　【技名+ポイント】

　　②選択した技に取り組む。

　　　・自分のめあて達成に向けて練習する。

　　　・技の習得、習熟を目指す。

　　　・学習資料を活用し、友達と助け合って取り組む。
	５　チャレンジタイム１（支持回転技）【めあて別グループ】

　　・支持回転技から選択

　　①自分とグループの友達のめあての確認をする。

　　　【技名+ポイント】

　　②選択した技に取り組む。

　　　・自分のめあて達成に向けて練習する。

　　　・技の習得、習熟を目指す。

　　　・学習資料を活用し、友達と助け合って取り組む。
	５　チャレンジタイム１（支持回転技）【めあて別グループ】

　　・支持回転技から選択

　　①自分とグループの友達のめあての確認をする。

　　　【技名+ポイント】

　　②選択した技に取り組む。

　　　・自分のめあて達成に向けて練習する。

　　　・技の習得、習熟を目指す。

　　　・学習資料を活用し、友達と助け合って取り組む。

	
	
	６　チャレンジタイム２（技の繰り返し、組み合わせ）　【固定グループ】

・自分に合った技のくり返し、組み合わせを確認する。

・上り技―支持回転技―下り技を練習する。

	
	７　整理運動をする。　　８　学習の振り返りをする。

	教師の働きかけ
	○学習の流れを確認させ、活動への見通しをもたせる。

○安全に関する約束を確認する。
	【体慣らし】

○動きのポイントを助言する。

○技ができている児童を称賛し、よい動きを広める。
	【ポイントタイム】

○技の絵図や示範を見せながら、技のポイントを説明する。

○練習方法やグループ学習の方法を実際に見せながら指導する。
	【チャレンジタイム】

○自分の課題に合った技や練習方法を選んでいるか確認する。

○協力して学習しているグループを称賛し、よさを広げる。

○グループを回り、動きのポイントや練習方法を指導する。

	学習活動に即した評価規準
	・約束を守り、友達と助け合って練習しようとしている。【関】


・自分のできる技とできない技がわかり、自分の課題を見つけている。【思】
	自分に合った易しい場で、基本的な上り技に取り組み、鉄棒に上がることができる。【技】


	課題の解決の仕方を知るとともに、自分の課題に合った練習方法や用具を選んでいる。【思】



	自分に合った易しい場で、基本的な支持回転技に取り組み、支持姿勢に戻ることができる。【技】





学習過程　[器械運動系　（跳び箱運動）]　第６学年

	段階
	やってみよう
	ひろげよう
	ふかめよう

	時間
	１
	２
	３
	４
	５・６・７

	学習活動
	１　学習の進め方を知る。

　　・跳び箱運動の楽しさを知る。

２　学習資料の使い方を知る。

３　準備運動をする。

　　

４　場の準備、片付けの仕方を知る。

５　体慣らしをする。

６　技調べをする。

　　

７　整理運動をする。

　　

８　学習の振り返りをする。

　　

９　後片付けをする。
	１　学習の流れを確認する。　２　準備運動をする。　３　場の準備をする。

	
	
	４　体慣らしをする。　・跳び越し跳び　・支持でまたぎ乗り、下り　・支持で跳び乗り、下り　・開脚跳び、台上前転

	
	
	５　ポイントタイム

　　・首はね跳び



	５　ポイントタイム

　　・頭はね跳び


	５　チャレンジタイム

　　【切り返し系】

　　・開脚跳び

　　・大きな開脚跳び

・かかえ込み跳び

	
	
	６　チャレンジタイム

　　・台上前転

　　・大きな台上前転

　　・首はね跳び
	６　チャレンジタイム

　　・台上前転

　　・大きな台上前転

　　・首はね跳び

　　・頭はね跳び
	６　チャレンジタイム

　　【回転系】

　　・台上前転

　　・大きな台上前転

　　・首はね跳び

　　・頭はね跳び

	
	
	７　整理運動をする。　　８　学習の振り返りをする。　９　場の片付けをする。

	教師の働きかけ
	○学習のねらいを知り、学習の見通しをもてるように学習の流れを掲示する。

○安全に学習を進められるよう場の準備の仕方等を確認する。

〇学習カードの記入の仕方を確認する。
	○掲示資料をもとに今日の学習を確認する。

○使用する部位を意識して準備運動ができるように助言する。

○正確に運動できている児童を称賛する。

○練習の場と本番の場の意味を確認し、ペアでの学び合いが円滑になるようにする。
○よい動きや声掛けをしている児童を全体に伝え、友達のよいところに目を向けさせる。
	〇掲示資料をもとに今日の学習を確認し、条件の変え方を指示する。
〇できるようになった技をペアで確認しながら運動に取り組むように助言する。
〇動きのコツをつかんでいる児童を称賛する。

	学習活動に即した評価規準
	・跳び箱やマット、ふみ切り板の準備の仕方が正しくできている。【関】

・学習のきまりを守って安全に気を付けながら運動に取り組んでいる。【関】


	・友達と学習の進め方を確認しながら運動している。【関】

・ペアの友達が跳び箱を乗り越えた時に笑顔で「できているよ。」「もう少しだね。」等の相手を励ます声をかけながら、学習に取り組んでいる。【関】



	練習の場で取り組んだことを、発表の場で成果として確認するという「課題の解決の仕方」を理解している。【思】


	「今日は台上前転を練習しよう」等の課題をもって、共通練習の時間に自分の力にあった場所で練習している。【思】


	安定した支持跳び越し技（開脚跳び・かかえ込み跳び・台上前転）が発表の場でできている。【技】




ポイントタイム・チャレンジタイムで取り組む動き


・ゆりかご、前転がり、後ろ転がり、丸太転がり


・背支持倒立（首倒立）、かえるの足打ち、壁登り逆立ち、指示での川跳び











じゅうたんコース





川コース





坂道コース





ジグザグコース









































山コース











壁登りコース











肋木を利用する　※マットを置く





一人→ペア→グループのようにかかわり合いをもたせて、楽しい雰囲気の中で動きを経験させる。





「できてもできなくてもよいから、いろんな動きに挑戦しよう」と声をかける。





数を数えるなどして、前と比べて少しでも回数が増えたりしたことをわかるようにし、そのことを確認してほめる。





ゆりかごでは素早くかかとをおしりに引き付けることなどを確認し、「忍者のように」などイメージがわく言葉かけをする。





ポイントタイム・チャレンジタイムで取り組む動き


・踏み越し跳び　・支持でまたぎ乗り、またぎ下り　・支持で跳び乗り、跳び下り


・台への前転がり、台からの前転がり





・安全や決まりを守ることができた児童をほめる。


・事故の事例などについて話し、意識を高める。





一人→ペア→グループのようにかかわり合いをもたせて、楽しい雰囲気の中で動きを経験させる。





・いろいろな動きに挑戦しようと声をかける。


・少しでも動きがよくなったことを見つけて称賛する。





「友達と一緒に」「いろいろな向きに」「姿勢を変えて」など、動きのヒントを与える。





教師が動きのポイントを見付けて取り上げ、広める。





・跳び箱を連結したり、ばらばらに置いたりして、意欲がわく場づくりをする。


・両腕でしっかりと体を支えることを体感させる。





ポイントタイム・チャレンジタイムで取り組む動き


・ジャングルジム：登り下り、渡り歩き、逆さ姿勢


・登り棒：登り下り、逆さ姿勢


・鉄棒：跳び上がり、飛び下り、ぶら下がり、易しい回転











登り棒








ジャングルジム





鉄棒





・怖がる児童には補助をする。


・順番やきまりを守っている児童を称賛し、まねをさせる。





・ぶら下がりなどの動きは短く何度も繰り返して楽しみながら動きを習得できるようにする。


・ゲーム、競争にするなど動きが高まるように工夫する。必要に応じて補助を行う。





・支持ができない児童には補助をする。


・「ひじをピンとのばそう」などイメージできるような言葉をかける。


・親指と人差し指で鉄棒をはさむことをきちんと教える。


・ゲームにするなど楽しみながら、動きを習得できるようにする。





・いろいろな振り方、跳び上がり方・跳び下り方、回り方があることに気付かせる。


・友達とタイミングを合わせたり、２回続けて、前・後続けてなどの工夫もあることに気付かせる。





ポイントタイム・チャレンジタイムで取り組む動き


・ゆりかご、前転がり、後ろ転がり、丸太転がり


・背支持倒立（首倒立）、かえるの足打ち、壁登り逆立ち、支持での川跳び





川コース


連続転がり　　　　　②ジグザグ転がり








さかみちコース


丸太転がり　　　　　②坂道転がり








山コース


川跳び越し　　　　　②高い所で前転がり








かべコース（肋木・体育館の壁）


どこまで登れるかな　②いろいろな動き





一人→ペア→グループのようにかかわり合いをもたせて、楽しい雰囲気の中で動きを経験させる。





できてもできなくてもよいから、いろんな動きに挑戦しようと声をかける。少しでも動きがよくなったことを見つけてほめる。





支持系の技は数を数えるなどして、前と比べて少しでも回数が増えたりしたことをわかるようにし、そのことを確認してほめる。





友達と一緒に、いろいろな向きに、姿勢を変えてなど、動きのヒントを与える。





ポイントタイム・チャレンジタイムで取り組む動き


・踏み越し跳び　・支持でまたぎ乗り、またぎ下り　・支持で跳び乗り、跳び下り


・台への前転がり、台からの前転がり








かかわり合いをもたせて、楽しい雰囲気の中で動きを経験させる。





怖がったり苦手としたりしている児童は教師が補助をする。





「高く」「遠くに」などのいろいろな姿勢での跳び下り方の工夫があることに気付かせる。





「片足で」「両足で」「遠くから」などの踏み切りの工夫があることに気付かせる。





跳び箱を連結したり、ばらばらに置いたりして、意欲がわく場づくりをする。両腕でしっかりと体を支えることを体感させる。





いろいろな動きに挑戦している児童を称賛し、意欲的に取り組める雰囲気を作る。





ポイントタイム


○技について知る。


　・技のポイントや練習方法、場などを知る。


　・グループ学習の仕方を知る。


○技に取り組み、今の自分の状態を知る。





チャレンジタイム


○自分のめあてを確認する。


　【技の段階（練習方法・場）】


○選択した技や練習に取り組む。


　・自分のめあての達成に向けて練習する。


　・技の習得、習熟を目指す。


　・学習資料を活用し、友達と励まし合いながら取り組む。


　・自分の組み合わせた技に取り組む。





一人→ペア→グループのようにかかわり合いをもたせて、楽しい雰囲気の中で動きを経験させる。





「おへそを見て回ろう」などの言葉かけをする。





踏切板をマットの下に入れてマットに傾斜をつける。教師が補助する。





ゆりかごを十分に習熟させる。


手をなるべく遠くに着くことを教える。





壁登り倒立を練習させる。片足から蹴り上げさせ、補助する。





腰を高く上げるようにさせる。少しでもできたことをほめて自信をもたせる。





「遠くへ」「大きく」の言葉かけから、ダイナミックな動きを引き出す。





ポイントタイム（固定グループ）


①技の完成形を知る。


②技のポイントを知る。


③グループ学習の仕方を知る。


④技に取り組み、自分の状態を知る。





チャレンジタイム（めあて別グループ）


①自分のめあてを確認する。


　【技名 ＋ ポイント】


②選択した技に取り組む。


　○自分のめあて達成に向けて練習する。


　○技の習得、習熟を目指す。


　○学習資料を活用し、友達と励まし合いながら取り組む。





・怖がる児童には補助をする。


・きまりを守り、安全を確かめながら運動に取り組んでいる児童を称賛し、まねさせる。





・つばめ→ふとんほし→つばめの動きに慣れさせる。


・逆上がり補助板や補助ベルトを活用し、成功体験をさせる。補助を行う。





・「トーン、トン」などのイメージ語で動きを擬音語する。


・振り上げ足の位置やももの付け根の位置について発問し、気付かせる。





･体を起こさせる。


・外側に重心があったほうが遠心力で回りやすいことに気付かせる。


・少しでも回れたことを見付けてほめる。





よい動きの児童の技を見せ、動きのポイントをまねさせる。





開脚跳び





開脚跳び・大きな開脚跳び





台上前転





開脚跳び・大きな開脚跳び・台上前転





「がんばっている子がいる。見ている人はどうしたらいいですか？」などの声をかける。





「『ケンケングー』の『グー』で踏み切ってごらん」などの声をかける。





「モミジの手で『パン』とついてごらん」などの声をかける。





児童にあった練習の場に行き、ポイントを教え、コツをつかませる。





「音がしないように跳ぼう」「始まりと終わりに体を止めよう。」などの声をかける。





「はじめと比べて一番うまくなった人は誰かな」「はじめと比べて変わった人は誰かな」などの声をかける。





ポイントタイム


○技について知る。


　・技のポイントや練習方法、場などを知る。


　・グループ学習の仕方を知る。


○技に取り組み、自分の状態（今の自分）を知る。





チャレンジタイム


○自分のめあてを確認する。


　【技の段階（練習方法・場）】


○選択した技や練習に取り組む。


　・自分のめあての達成に向けて練習する。


　・技の習得、習熟を目指す。


　・学習資料を活用し、友達と励まし合いながら取り組む。


　・自分の組み合わせた技に取り組む。





一人→ペア→グループのようにかかわり合いをもたせて、楽しい雰囲気の中で動きを経験させる。





「おへそを見て回ろう」などの言葉かけをする。踏切板をマットの下に入れてマットに傾斜をつける。教師が補助する。





ゆりかごを十分に習熟させる。手をなるべく遠くに着くことを教える。





壁登り倒立をさせる。片足から蹴り上げさせ、補助する。





腰を高く上げるようにさせる。少しでもできたことをほめて自信をもたせる。





「遠くへ」「大きく」の言葉かけから、ダイナミックな動きを引き出す。





ポイントタイム（固定グループ）


○技の完成形を知る。


○技のポイントを知る。


○グループ学習の仕方を知る。


○技に取り組み、自分の状態を知る。





チャレンジタイム（めあて別グループ）


○自分のめあてを確認する。


　【技名 ＋ ポイント】


○選択した技に取り組む。


　・自分のめあて達成に向けて練習する。


　・技の習得、習熟を目指す。


　・学習資料を活用し、友達と励まし合いながら取り組む。





・怖がる児童には補助をする。


・きまりを守り、安全に運動に取り組んでいる児童を称賛し、まねさせる。





易しい場や条件のもとで段階的に取り組めるよう助言する。





・技に関連した易しい運動遊びを行わせる。


・逆上がり補助板や補助ベルトを活用し、成功の体験をさせる。


・苦手な児童には、補助を行う。








易しい場や条件のもとで段階的に取り組めるよう助言する。





・技に関連した易しい運動遊びを行わせる。


・逆上がり補助板や補助ベルトを活用し、成功の体験をさせる。


・苦手な児童には、補助を行う。








ポイントタイム


①技について知る。


　○技のポイントや練習方法、場などを知る。


　○グループ学習の仕方を知る。


②技に取り組み、自分の状態を知る。





チャレンジタイム


①自分のめあてを確認する。


　【技の段階（練習方法・場）】


②選択した技や練習に取り組む。


　○自分のめあての達成に向けて練習する。


　○技の習得、習熟を目指す。


　○学習資料を活用し、友達と励まし合いながら取り組む。


　○自分の組み合わせた技に取り組む。





怪我の事例などを話し、安全に対する意識を高める。





跳べない子には、跳び箱をまたいだ状態から跳び下りさせ、重心の移動を体感させる。





踏切調整板を活用する。


着地で前に倒れないよう、視線を前に向けさせ顔を上げさせる。





マット２枚→４枚→８枚とステップで通過させる。





踏切調整板を活用する。着地時に前を見させる。





「トン、パッ」など動きのイメージをつけるような声を出しながら跳ばせる。





マットの正しい運び方や設置の仕方を確認する。








どの動きができているかを確認し、個別に練習や場を選ぶ助言をする。





手本を見せ、技のポイントを確認し、補助をする。





約束を守っている児童や、友達のいいところを見つけた児童を称賛し、全体に広げる。





回転技では、「遠くへ」「大きく」の言葉かけから、ダイナミックな動きを引き出し、倒立技では、腰を高く上げるよう声をかける。





友達と声をかけ合って練習しているグループを称賛し、全体に広める。


安全な練習方法について具体的に助言する。





できていたか友達に確認させる。





・学習カードで動きのポイントや練習方法を確認させる。


・補助しながら動きのポイントができているか確認させる。


・自分の課題と練習方法が合っていない場合は、適切な練習方法を助言する。


・課題が易しくなるような場や補助具を活用させる。





・自分の課題と練習方法が合っていない場合は、適切な練習方法を助言する。


・学習カードで動きのポイントや練習方法を確認させる。


・課題が易しくなるような場や補助具を活用させる。





・学習カードで動きのポイントや練習方法を確認させる。


・補助しながら動きのポイントができているか確認させる。





ポイントタイム（固定グループ）


①技について知る。


　○技のポイントや練習方法、場などを知る。


　○グループでの学び合いを知る。


②技に取り組み、自分の課題を知る。





チャレンジタイム（めあて別グループ）


①自分のめあてを確認する。


　【技 ＋ 技のポイント ＋ 練習方法・場】


②選択した技や練習に取り組む。


　○自分のめあての達成に向けて練習する。


　○技の習得、習熟を目指す。


　○学習資料を活用し、友達と教え合いながら取り組む。





５～６時　技別グループ指導


○「チャレンジタイム」の活動の中で


グループを回り、随時行う。





・跳び箱やマットの正しい運び方や設置の仕方を確認する。


・順番を守り、どこでペアの友達を見たらよいかを指示する。








よい声かけを称賛し、全体に気付かせるようにする。





・掲示資料や学習カードをもとに学習の進め方をペアごとに確認する。


・発表の場でのペアの相手を見る場所を助言する。








・「今日は何の技を練習する？」等の声をかけるようにし、課題を確認する。


・高さや向きなど自分の力に合った場所を指示する。








・踏み切りができていない児童には、３歩助走で強く踏み切って跳び箱に飛び乗ることを繰り返すよう助言する。


・着手してからの切り返しができていない児童には、跳び箱を強く突きはなすようにアドバイスする。


・着地でしっかり止まるように助言する。


・台上前転ができていない児童はひな段跳び箱で安心感をもたせながら練習させる。





マットの正しい運び方や設置の仕方を確認する。








どの動きができているかを確認し、個別に練習や場を選ぶ助言をする。








手本を見せ、技のポイントを確認し、補助をする。





約束を守っている児童や、友達のいいところを見つけた児童を称賛し、全体に広げる。








回転技では、「遠くへ」「大きく」の言葉かけから、ダイナミックな動きを引き出し、倒立技では、腰を高く上げるよう声をかける。








・友達と声をかけ合って練習しているグループを称賛し、全体に広める。


・安全な練習方法について具体的に助言する。





できていたか友達に確認させる。





・学習カードで動きのポイントや練習方法を確認させる。


・補助しながら動きのポイントができているか確認させる。


・自分の課題と練習方法が合っていない場合は、適切な練習方法を助言する。


・課題が易しくなるような場や補助具を活用させる。





・自分の課題と練習方法が合っていない場合は、適切な練習方法を助言する。


・学習カードで動きのポイントや練習方法を確認させる。


・課題が易しくなるような場や補助具を活用させる。





・学習カードで動きのポイントや練習方法を確認させる。


・補助しながら動きのポイントができているか確認させる。





ポイントタイム（固定グループ）


①技について知る。


　○技のポイントや練習方法、場などを知る。


　○グループでの学び合いを知る。


②技に取り組み、自分の課題を知る。





チャレンジタイム（めあて別グループ）


①自分のめあてを確認する。


　【技 ＋ 技のポイント ＋ 練習方法・場】


②選択した技や練習に取り組む。


　○自分のめあての達成に向けて練習する。


　○技の習得、習熟を目指す。


　○学習資料を活用し、友達と教え合いながら取り組む。





５～７時　技別グループ指導


○「チャレンジタイム」の活動の中でグループを回り、随時行う。





・跳び箱やマットの正しい運び方や設置の仕方を確認する。


・順番を守り、どこでペアの友達を見たらよいかを指示する。





・互いに声をかけあっているペアを称賛し、全体に気付かせるようにする。








・掲示資料や学習カードをもとに学習の進め方をペアごとに確認する。


・発表の場でのペアの相手を見る場所を助言する。








・「今日は何の技を練習する？」等の声をかけるようにし、課題を確認する。


・高さや向きなど自分の力にあった場所を指示する。








・踏み切りができていない児童には、３歩助走で強く踏み切って跳び箱に飛び乗ることをくり返すよう助言する。


・着手してからの切り返しができていない児童には、跳び箱を突きはなした後に胸の前で手をたたかせ、第１空間動作を大きくするよう助言する。


・ひざを使い、柔らかく着地できるように声をかける。


・台上前転ができていない児童はひな段跳び箱で安心感を持たせながら練習させる。








